
令和5年度奈良県立医科大学 後期日程 

理科（生物）入試問題『解答例等』 

 

※ 『解答例等』は一例を示したもので、採点にあたっては、その他も含め慎重に対処し

ます。 

※ 『解答例等』についての質問、照会には一切回答しません。 

 

【１】 

問１ 1．ワトソン 2．半保存的複製 問２ （ア）（カ）  

問３ DNA に含まれる塩基 A と T、G と C の数の割合がそれぞれ等しいこと。  

問４ A ２ B １と２ C バンド１:バンド２＝７：１ 

問５ ア 白 イ 朱  問６ A 赤＝１  B 白＝１ 

問７ 赤：橙＝３：１  問８ 赤：茶：橙：白＝９：３：３：１ 

問９ A 赤＝１  B 白＝１ C 赤：橙：白＝３；１；４  

問１０ A 赤＝１ B 赤：朱：茶：白＝３：２：２：３ 

 

【２】 

問１ 1. カドヘリン  2. 細胞外基質 3. パラトルモン  

4. トロポミオシン 5.ミオシン 6. アクチン 

問２ 表層粒が細胞膜と融合し卵膜との間に内容物を放出する。 

問３ シナプス小胞がシナプス前膜に融合し、神経伝達物質が放出される。 

問４ 7. 筋小胞体 8. T 管  9. 電子伝達系  10. マトリックス 

11. 光化学系 II 12.クロロフィル 13. 光化学系 I  14. NADPH 

問５ Na
＋は細胞内から細胞外に、K+は細胞外から細胞内に移動する。 

問６ H+はストロマからチラコイド内腔に移動し、その後 ATP 合成酵素を通ってスト

ロマに戻る。 

 

【３】 

問１ 1．血しょう 2．リンパ節 3．骨髄  4．造血幹細胞  

5．ヘモグロビン 6．好中球 7．単球  8．線溶 

問２ （ア）（イ） 

問３ 凝固因子や Ca2+などのはたらきにより、プロトロンビンがトロンビンになり、ト

ロンビンがフィブリノーゲンをフィブリンへ変える。 

問４ 9．脂溶  10．水溶 11. アドレナリン 

問５ 伝達速度は速く、効果時間は短い。 

問６ （ウ）（オ）  



【４】 

問１ 1．神経板  2．神経管 3．感覚  4．運動   

5．髄鞘  6. 跳躍伝導 

問２ ニューロンの栄養補給、ニューロンの支持、髄鞘形成 等 

問３ A 静止電位 B カリウムイオン（K
＋ ） 

問４ A 活動電位 B ナトリウムイオン（Na
＋） C カリウムイオン（K

＋） 

問５ 全か無かの法則 

問６ A 時間的な加重効果がはたらいた。 B 空間的な加重効果がはたらいた。 

問７ A アセチルコリン 等  B γ-アミノ酪酸（GABA）等 

問８ A 塩化物イオン（ Cl
－）  B 抑制性シナプス後電位（IPSP） 

  

 

【５】 

問１  1．始原生殖 2．精原  3．減数  4．極体 

5．原口  6．卵黄栓 7．口  8．プルテウス 

問２ カエル卵では卵黄が植物局側に偏っている。 問３  A 内胚葉 B 

問４ 中胚葉  問５ A 新口動物 B か く け 

問６ 9．生殖  10．茎頂分裂 11．根端分裂   

12．維管束 13. 形成層 14. 中性  

問７ ア めしべ イ がく片 問８ ホメオティック変異体 

問９ ホモ接合体は、自家受粉に必要なおしべやめしべが形成されないため。 

問１０ア A クラス  イ A クラスと B クラス 

ウ B クラスと C クラス  エ C クラス 

問１１ B ホモ接合体のめしべに、C ヘテロ接合体の花粉を受粉させて得た第一世代を

自家受粉させ、その次の第二世代からがく片だけの花をつける変異体を探す。 

 

 

誤字訂正 

試験時間中に以下の訂正を受験生に伝達した。 

 

P.28、下から８行目 

 植物局側 → 植物極側 


